
秋も終わりに近づいた 11 月下旬、デイサービス銭形では、

今年も『嵐山-高雄パークウェイ』へもみじ狩りに出かけまし

た。パークウェイに向かう途中、黄色のイチョウや赤茶色の桜

の葉が小春日和の空に映え、街路に晩秋ならではの色彩を添え

ていました。 

嵐山側から入り、もみじ狩り客でにぎわう『小倉山展望台』

へ。展望台からは京都市街も一望できます。小倉山は百人一首

でも詠まれたもみじの名所で、藤原定家をはじめ多くの平安貴

族たちがその風光明媚を愛した場所です。 

到着すると、紅葉はちょうど見ごろを迎えており、真っ赤に

色づいたもみじの絶景が視界いっぱいに飛び込んできました。  

参加された皆さんからは、「すごく綺麗やあ。」、「最高やな

あ！」などと感嘆の声が上がり、普段はあまり外出に参加され

ない方も、「よい気分転換になったわ。」と、この季節しか見

られない美しい自然の景色を目に焼きつけておられました。 

執筆：林 果穂 

 



 

 

 

 

12 月 7 日（水）、８日（木）、銭形グループでは、3年

ぶりとなる 1 泊 2日の温泉旅行に行ってきました。今回の

旅先は兵庫県豊岡市（出石城下町、シルク温泉）～京都府

舞鶴市（舞鶴港とれとれセンター）です。シルク温泉にあ

る『ホテルやまびこ』は、かつて銭形企画創業期の 1997 年

に、『第 1回銭形旅行』において訪れた旅館で、コロナ禍

からの復興の願いを込めて今回の宿泊地に選びました。 

１日目の立ち寄り先は、但馬の小京都と称される出石城

下町です。言わずと知れた名物が『出石そば』。「ここに

来たからには食べずには帰れない。」と、皆さんまずは小

グループに分かれ、そば屋に直行です。「男性なら 20 皿、

女性なら 15 皿を食べて一人前」と言われる出石そばです

が、夜の宴会も考慮して 5皿のセットを注文しました。ね

ぎ、わさび、とろろ芋、生卵が薬味として付いてくるの

で、一皿ずつ違う味を楽しめてとても美味しかったです。 

日本最古の時計台と伝わる『辰鼓楼』をバックに集合写真

を撮り、情緒溢れる出石の町並みを後にした一行は、夕方前

には但東町にある『ホテルシルク温泉やまびこ』に到着しま

した。シルク温泉は少しぬめりを帯びたまさに絹のような肌

ざわりの泉質が特徴で、関西一の美人湯とも評される名湯で

す。客室に入り一息ついたら皆さんはさっそく大浴場へ。新

型コロナによる行動制限の約２年間を経て、皆さんも温泉に

浸かるのは久しぶりだったようですが、束の間の癒しを満喫

していただけたのではないでしょうか？ 



今回の旅行は 3年ぶりということもあり、あえて無理はせずに行き先は近場にしましたが、その

分ゆったりした時間を楽しむことができました。参加者の中には温泉旅行が数十年ぶりとおっしゃ

る方もいて、ご高齢者や障害のある方にとって旅行が縁遠いものであるということを改めて知りま

した。来年の冬もまた、『銭形トラベル』は皆さんのご参加を心からお待ちしています。 

朝食バイキングでいっぱい食べてき

たはずなのに、皆さんは美味しそうな

品々を目の前にして再びお腹が鳴りま

す。海鮮丼、お寿司、お造り、焼き魚

など、それぞれの好物をお店で買って

きて、イートインスペースでペロリと

平らげ、食事の後はご家族やご近所、

ご自分へのお土産選びを時間いっぱい

まで楽しまれていました。皆さん、よ

い買い物はできましたでしょうか？ 

温泉でリフレッシュした後は、いよいよお待ちかね

の宴会です。今回は新型コロナ感染防止のため恒例の

カラオケは用意できませんでしたが、新鮮なお魚をあ

しらった豪華船盛りや但馬牛の鉄板焼きなどのご馳走

がテーブルに並び、皆さん少しお酒も入ってご満悦と

いった様子。ゆったりとした晩餐の締めくくりには、

お馴染み銭形ダンサー２人による息の合った踊りの余

興も飛び出し、宴は終始和やかに幕を閉じました。 

2 日目、旅館を出発した一行は、県境を越え京都府舞

鶴市へ。次に立ち寄る観光スポットは『道の駅舞鶴港と

れとれセンター』です。皆さんの目当ては、お昼ご飯に

ご当地ならではのグルメを戴くことと、但馬・丹後の山

海の幸のお土産をゲットすることです。さすがは本場と

あって、館内のお店には新鮮な魚介や干物などの海産物

が所狭しと陳列されていて、やはり目を引くのはカニや

ブリといった冬の旬の味覚。また師走ということもあ

り、お正月準備の珍味や食材も多く売られていて、旅情

とともに季節感を感じることができました。 
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新年あけましておめでとうございます。 

本年 1 月 1日をもちまして、銭形企画訪問看護ステーション CoCo

（ここ）は開設から 5周年を迎えることができました。これもひとえ

に皆様のご愛顧の賜物と心より感謝申し上げます。 

記念の年を迎えるにあたり、サービス向上の為、昨年 11月 29 日に

は初めての第三者評価を受診致しました。第三者評価とは、サービス 

事業者として求められる資質について、コンプライアンス（法令遵守や組織理念）の観点から、

「介護サービスの基本方針と組織」「組織の運営管理」「適切な介護サービスの実施」「利用者保

護の観点」の 4つの柱に沿って評価されます。評価は専門の評価機関に依頼しますが、今回は京都

府社会福祉士会さんに調査・審査をしていただきました。 

第三者評価の結果は、『京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構』のホームページ、また

は銭形グループのホームページから後日閲覧いただけます。予想よりも良い評価を下さり、ほっと

胸を撫で下ろしました。同時に、改善点も見つけることができましたので、早速の改善に取り組ん

でゆきたいと考えています。 

これからも末永く皆様に愛されますよう、スタッフ一同サービス向上に努めていく所存ですの

で、今後とも変わらぬお引き立てを賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

銭形企画訪問看護ステーション CoCo（ここ） 管理者 和田 佳奈 


